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第
七
十
九
号

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
一
日

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
会
の
皆
様
方
に
は
、
新
し
い
年
を
迎

え
ら
れ
て
良
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
飛
木
稲
荷
神
社
の
「
大
祭

行
事
」
で
大
変
な
ご
苦
労
や
ご
奉
仕
、
ま

た
、
年
末
の
「
歳
末
特
別
警
戒
」
に
は
、

寒
中
の
中
、
町
内
巡
視
を
賜
り
、
ま
た
、

役
員
の
方
々
に
は
種
々
町
会
行
事
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
お
よ
び
東
武
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
ソ
ラ
マ
チ
の
開
業
五
周

年
を
迎
え
て
、
予
想
以
上
に
多
数
の
来
場

者
が
全
国
か
ら
お
見
え
に
な
り
、
大
盛
況

で
大
変
お
め
で
た
い
こ
と
で
す
。
地
元
町

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
ご
同
慶
に
堪
え
ま

せ
ん
。

　

今
年
は
、
本
所
北
部
連
合
町
会
様
と
の

「
合
同
防
火
防
災
訓
練
」
が
、
開
催
予
定

で
す
。

　

飛
木
稲
荷
神
社
で
は
「
例
祭
」
の
年
に

あ
た
り
、
そ
の
期
間
が
九
月
十
三
（
金
）

〜
九
月
十
五
（
日
）
で
「
町
会
神
輿
町
内

渡
御
」
等
の
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
切
に
は
、
皆
様
の
ご
協
力
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力

と
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
し
て
、
町
会
運
営

を
楽
し
く
や
り
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

大
橋
由
明

大橋町会長題字

齋
藤
　
祐
子

【

婦

人

会

】

民
生
委
員
　
多
賀
　
康
之

　

迎
春　

昨
年
は
皆
様
の
協
力
の
も
と
、
無

事
一
年
過
ご
せ
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。   

　

婦
人
会
で
は
、
一
月
三
十
日 

押
上  

朴
仙

で
新
年
会
を
致
し
ま
す
。
多
数
出
席
頂
き
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
一
月

二
十
日
は
大
寒
、
こ
れ
か
ら
立
春
ま
で
が
一

年
で
、
一
番
寒
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
皆
様

お
身
体
を
ご
自
愛
下
さ
い
ま
せ
。
そ
し
て
今

年
も
、
婦
人
会
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
茶
話
会
・
豚
汁
会
】

　

民
生
委
員
は
、
町
内
に
住
ん
で
い
る
、

お
年
寄
り
で
一
人
住
ま
い
の
方
、
障
が
い

者
の
方
な
ど
要
支
援
者
の
個
人
情
報
を
預

か
っ
て
お
り
ま
す
。
地
震
や
水
害
な
ど
有

事
の
際
に
民
生
委
員
一
人
で
は
す
べ
て
の

要
支
援
者
の
助
け
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
要
支
援
者
の
名
簿
を
町
会
役

員
に
配
っ
て
良
い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
が
、

今
回
の
会
の
発
端
で
し
た
。
有
事
の
際
に

は
近
所
の
助
け
合
い
が
必
要
で
あ
り
、
日

ご
ろ
か
ら
集
ま
る
機
会
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、
お
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
関
西
大
震
災
の
時
に
は
三
割
の
方

が
近
所
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
に
閉
じ

こ
も
ら
ず
外
出
す
る
こ
と
で
認
知
症
に
な

り
に
く
く
な
る
、
大
人
数
で
食
事
を
取
る

こ
と
で
お
い
し
く
感
じ
る
と
い
っ
た
統
計

が
出
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
一
石
二
鳥
か

ら
三
鳥
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
め
高
齢
者
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
、

こ
う
め
高
齢
者
み
ま
も
り
相
談
室
、
理
学

療
法
士
の
先
生
、
作
業
療
法
士
の
先
生
の

協
力
を
得
て
、
ま
ず
は
集
ま
れ
る
場
所
を

探
す
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
会
会
館
の

二
階
は
階
段
が
急
で
怖
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
六
月
二
十
七
日
に
ま

ち
歩
き
会
を
計
画
し
、
多
賀
さ
ん
の
ビ
ル

の
一
階
の
茶
室
、
細
川
さ
ん
の
ビ
ル
の
地

下
一
階
、
秋
元
さ
ん
の
家
の
裏
の
空
き
部

屋
、
高
畠
さ
ん
の
家
の
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
会
会
館
の
一
階
は
ト
イ
レ
が
な
い
と

問
題
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
向
い
の
キ
タ

ザ
ワ
さ
ん
の
ト
イ
レ
を
貸
し
て
い
た
だ
く

承
諾
を
得
て
、
最
初
の
茶
話
会
は
、
町
会

会
館
の
一
階
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
年
か
ら
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
（
押
仲
す
こ
や

小
杉
　
誠
一

【

防

火

防

災

部

】

　

昨
年
十
一
月
十
一
日
当
町
会
内
に
て
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
押
上
一

丁
目
町
会
と
の　

合
同
防
災
訓
練
で
す
。

仲
町
会
か
ら
は
三
十
人
の
参
加
が
あ
り
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
本
所
北
部
連
合
の
合
同
防
災
訓

か
チ
ー
ム
）
の
活
動
を
し
な
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
方
を
対
象
に
「
Ｏ

Ｓ
Ｔ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
寂
し
い
で
す

ね
。
今
度
集
ま
っ
て
茶
話
会
を
し
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
旨
の
回
覧
を
回
し
て
、
十

月
三
日
に
茶
話
会
を
開
催
し
、
十
八
名
の

方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
お
茶
と
お
菓
子
だ

け
の
準
備
で
し
た
が
、
近
況
を
報
告
し
あ

い
、
作
業
療
法
士
の
方
の
指
導
に
よ
る
顔

の
体
操
、
奥
山
さ
ん
が
持
っ
て
き
て
い
た

だ
い
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
て
合
唱

ま
で
飛
び
出
し
、「
今
後
も
継
続
し
て
ほ

し
い
。
歌
の
歌
詞
が
あ
る
と
う
れ
し
い
。」

と
い
う
意
見
が
出
て
、
二
ヶ
月
後
の
豚
汁

会
を
約
束
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

次
号
に
続
く

スタンンドパイプの訓練
練
で
す
。
是
非
多
数
の
参
加
を
期
待
し
て

ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。マコトマンション前で防災訓練に参加して頂きました町会会員

消防隊員の方々がAEDの使用方法ならびに人工呼吸の方法に
ついて説明を行い、町会会員も訓練を行いました。

賀詞交換会の集合写真

町会会館にて茶話会
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】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横
井
　
正
男

一
八
、
曳
舟
川
通
り
（
三
）　

　

日
日
是
好
日
と
な
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
毎
日
が
忙

し
く
過
ぎ
る
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
出
来
た
が
、
観
光

地
慣
れ
し
て
い
な
い
の
で
、
戸
惑
う
事
ば
か
り
で
あ

る
。
将
来
を
考
え
る
と
不
安
に
な
る
が
、
せ
め
て
地

域
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

　

今
回
も
「
曳
舟
川
通
り
」
の
歴
史
に
つ

い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
い
さ
さ

か
長
く
な
り
恐
縮
で
す
が
、
私
は
、「
曳

舟
川
通
り
」
が
「
墨
田
北
部
地
区
の
南
北

を
貫
く
唯
一
最
古
の
幹
線
道
路
」
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
「
す
み
だ
」
の
発
展
を

支
え
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
っ
て

引
き
続
き
お
付
き
合
い
下
さ
い
ま
す
様
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
の
大
水
害

に
よ
り
明
治
政
府
は
荒
川
放
水
路
を
造
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は「
押
仲
七
二
号
」（
平

成
二
九
年
三
月
発
行
）
で
ご
紹
介
し
た
通

り
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
曳
舟
川
は
葛
飾

区
側
と
分
断
さ
れ
、
流
れ
が
無
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
水
の
淀
み
と
相
俟
（
あ

い
ま
）
っ
て
沿
岸
の
家
庭
用
排
水
、
工
場

か
ら
の
工
業
用
排
水
等
に
よ
り
、
川
は
程

な
く
「
ど
ぶ
川
」
と
化
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

次
の
写
真
１
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）

年
頃
の
鶴
土
手
橋
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
角
の
交
差
点
）
か
ら
撮
影
し

た
写
真
で
す
（
墨
田
の
今
昔
よ
り
）。
右

側
の
建
物
は
資
生
堂
東
京
工
場
（
京
島

一
ー
三
八
）
で
戦
災
で
の
焼
失
は
免
れ
ま

し
た
。
現
在
の
曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー
が
建

つ
一
角
で
す
。

次
号
に
続
く

太
平
洋
戦
争
末
期
の
空
襲
に
よ
り
、
沿
岸

の
建
物
の
多
く
は
焼
失
し
、
住
民
は
疎
開

ま
す
。
道
路
中
央
の
先
に
は
セ
ト
ル
中
之

郷
ビ
ル
な
ど
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
横
断
歩
道
の
描
き
方
も
当

時
と
異
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

こ
の
様
な
経
緯
が
あ
り
、
か
っ
て
墨
田

俳
句
（
寄
稿
）

前
回
に
続
き『
俳
句
』を
四
句
ご
紹
介
し
ま
す
。

❀　

挨
拶
を　

教
わ
る
男
の
子　

文
化
の
日

電
車
の
仲
で
席
を
譲
ら
れ
た
男
の
子

❀　

砂
利
の
音　

水
の
光
も　

小
春
か
な

越
谷
の
能
楽
堂
花
田
苑

❀　

落
ち
葉
舞
ふ　

荒
行
堂
の
石
畳

中
山
の
法
華
経
寺

❀　

手
水
舎
の　

屋
根
に
枯
れ
葉
の    

 
 

 
      

降
り
つ
も
る

中
山
の
法
華
経
寺
の
屋
根

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
工
場
も

被
害
に
遭
い
一
時
閉
鎖
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
か
ら
も
排
水
が
無
か
っ
た
た
め
、
一
時

的
に
、
曳
舟
川
の
水
は
川
底
ま
で
見
え
る

ほ
ど
澄
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、疎
開
し
て
い
た
人
々
が
戻
り
、

焼
失
し
た
家
を
順
次
再
建
し
生
活
が
始
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
工
場
も
生
産
活
動
が
再

開
さ
れ
る
と
、
曳
舟
川
は
瞬
く
間
に
元
の

「
ど
ぶ
川
」
に
戻
り
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
、

曳
舟
川
の
河
川
機
能
廃
止
を
決
定
し
ま
し

た
。
翌
年
の
昭
和
三
〇
年
に
川
は
旧
本
所

区
の
八
反
目
橋
（
向
島
一
・
押
上
二
）
〜

地
蔵
橋
（
高
木
神
社
入
口
）
間
が
先
に
下

水
を
暗
渠
化
し
埋
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
の
写
真
２
は
旧
向
島
区
の
地
蔵
橋

（
高
木
神
社
入
口
交
差
点
）
〜
鶴
土
手
橋

間
の
埋
立
工
事
中
の
様
子
で
す
（
松
本
弘

氏
撮
影
）。地
蔵
橋
上
か
ら
の
上
流（
北
方
）

の
眺
め
で
す
。

正
面
奥
は
東
武
伊
勢
崎
線
の
ガ
ー
ド
と

そ
の
左
右
は
踏
切
で
す
。
踏
切
の
左
手

奥
に
見
え
る
跨
線
橋
が
曳
舟
駅
で
す
。

川
の
右
岸
に
は
埋
設
す
る
大
き
な
下
水

管
や
工
事
用
資
材
が
並
ん
で
い
ま
す
。

川
の
左
岸
は
道
幅
が
広
く
、
江
戸
時
代

に
は
「
四
ツ
木
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
た
主
要
道
路
で
し
た
。

　

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
、
荒
川

放
水
路
に
新
四
ツ
木
橋
が
完
成
す
る
と
、

向
島
地
区
を
南
北
に
走
る
国
道
「
水
戸

街
道
」
が
主
役
に
な
り
、
曳
舟
川
通
り

は
そ
の
う
回
路
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
写
真
３
は
曳
舟
川
下
流
言
問
通

り
と
の
交
差
点
付
近
の
埋
立
直
後
の
昭

和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
頃
の
様
子
（「
墨

田
の
今
昔
」
よ
り
）
で
す
。

　

右
側
の
建
物
は
旧
言
問
警
察
署
（
押

上
二
―
二
）
で
す
。
現
在
は
都
営
住
宅

が
建
っ
て
い
ま
す
。
左
側
の
屋
根
は
薬

師
湯
（
向
島
三
―
四
六
）
で
す
。

　

道
路
の
中
央
部
分
（
川
だ
っ
た
部
分
）

は
ま
だ
未
整
地
で
、
車
は
通
っ
て
い
ま

せ
ん
。
道
路
中
央
の
先
に
見
え
る
三
階

建
て
の
建
物
は
、
関
東
大
震
災
後
に
被

災
者
家
族
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
最
初

に
建
て
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
集
合
住
宅
の
中
之
郷
同
潤
会
ア
パ
ー

ト
（
押
上
二
―
一
二
）
で
す
。
現
在
は
、

二
階
が
「
女
性
セ
ン
タ
ー
」
が
入
っ
て

い
る
「
セ
ト
ル
中
之
郷
ビ
ル
」
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

道
路
左
側
の
従
来
か
ら
の
主
要
道
路
土

手
道
も
未
舗
装
で
す
。
数
少
な
い
車
が

通
っ
た
後
は
、
砂
ほ
こ
り
が
舞
い
上
が
り

ま
し
た
。
雨
が
降
る
と
一
面
ぬ
か
る
ん
で

水
溜
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
ま
も
な

く
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
電
柱
も

ま
だ
完
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

次
の
写
真
４
は
、
写
真
３
よ
り
や
や
上

流
（
北
）
で
す
が
、
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
整

地
後
の
様
子
で
す
。
両
側
は
家
屋
も
更
に

建
ち
、
自
動
車
が
徐
々
に
普
及
し
始
め
交

通
量
も
増
え
て
く
る
と
、
当
時
、
こ
の
辺

り
で
は
珍
し
い
横
断
歩
道
が
敷
か
れ
ま
し

た
（「
み
や
こ
ど
り
」
よ
り
）。
小
梅
小
学

校
の
児
童
た
ち
が
横
断
歩
道
を
渡
り
集
団

登
下
校
し
て
い
ま
す
。
六
十
年
ほ
ど
前
の

曳
舟
川
通
り
の
様
子
で
す
。
次
の
写
真
次

次
の
写
真
５
は
右
の
写
真
４
と
ほ
ぼ
同
じ

位
置
か
ら
撮
影
し
た
現
在
の
様
子
で
す
。

沿
道
の
殆
ど
の
家
屋
が
建
替
え
ら
れ
て
い

区
北
部
地
区
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
っ
た

「
曳
舟
川
通
り
」
は
百
年
の
間
に
大
き
な
変

貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
現
在
は
、
曳
舟
駅
前

地
区
が
京
成
押
上
線
の
高
架
化
と
共
に
再

開
発
さ
れ
、
ま
た
曳
舟
川
通
り
の
起
点
近

く
の
東
武
「
業
平
橋
駅
」
は
「
と
う
き
ょ

う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

写真 1

写真 2

写真 3

写真 4

写真 5


